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理科教育にお ける生徒 と学習内容 との レ リバ ン ス に関す る研究

一 同
一
化の観点に着目して

一

　　　　　　 ○齋藤正義 A ， 片平克弘 B

　　　 SAITOH 　Masayoshi
，
　 KATAHIRA 　Katsuhiro

筑波大学大学院教育研究科 A， 筑波大学人間系 B

　 【キ
ー

ワー ド】 レ リバ ン ス ，学習意欲 同
一
化，個人化

1　 は じめに

　近年，生徒の 学習意欲の 向上や理科を学ぶ

こ との 意義や有用性 を実感 させ るため ， 日常

生活 との 関連 を重視 した研 究が報告 されて

い る。下田（2005）は，児童生徒の 学習意欲が

わ かない の は，「学習が 自分 に と っ て 必要 な

い か
， 関係ない 」 と感 じ た場合に起こ る と述

べ て い る 。 すなわち ， 生徒が ， 日常生活だ け

で なく，学習内容 と自分 との 関連性を見 出す

こ とが，彼 らの 学習意欲の 向上 に とっ て 重要

で あ る。 自分 との 関連性（以下 ，
レ リバ ン ス ）

を重視 した授業が ， 生徒と学習内容との 関連

性を高め ると期待で きる。しか し，理科授業

研 究にお い て ，
レ リバ ン ス を高め る観点が，

どの よ うな もの で ある か に 関 し て は未だ 明

らかにな っ て い な い 。

2　研究の 目的

　本研究 の 目的は，レ リバ ン ス を高め る観点

を明らか に し，生徒の 学習意欲 を喚起する理

科 の 指導方 略を提案 ・検証する こ とで あ る 。

3　理科教育におけるレ リバ ンス

　 Keller（1987）に よ る　ARCS （Attention，
Relevance

，
　 ConfTidence，

　 Satisfaction）モ デ

ル の 4 要因の うちの 一
つ で ある 「レ リバ ン ス

を高める方 略」で は ，   親 しみやす さ（経験 と

の っ なが り），  目標指向性（ゴール と関係づ

ける こ と）とい う 2 つ の観点 が示 され て い る。

ま た ，ヨ ーロ ッ パ に おけ る生徒 の 科学的リテ

ラシ
ー

の 向上を目指した PARSEL （Popularity

and 　 Relevance　 of 　 Science　Education　 for

Scient箇c　Literacy）プ ロ ジ ェ ク トの メ ン バ ー

で ある HolbrookJ ．，＆ Rannikmae ，M ．（2009）ら

は ，教育的観点か ら，レ リバ ン ス には，  個

人 的な レ リバ ン ス ； 「生徒の既有知識や人生

経験に関係があ り興味を引 き起 こ す も の 」 ，

  職 業的 ・社 会的 な必 要性 を促す レ リバ ン

ス ： 「職業的 ， 社会的に生徒 の 学ぶ必要性 を

満たす も の 」，とい う Kellerと同様の 2 つ の

観点が ある とした 。 しか しなが ら ，
こ の よ う

な ARCS モ デル や PARSEL の 授業 モ デル を

活用 し た理科授業の 先行研究の どち らにお

い て も，レ リバ ン ス を高め る方略で は ，扱わ

れて い る シ ナ リオや教材 に ，
「自分」 とい う

存在が見えづ らく，学習内容 を自分の こ とと

して捉 えづ らい こ とが問題 とされ て い る。そ

こ で ，本研究で は，「親 しみやすさ1，「目標

指向性」の 方略に加え て ，学習内容 と 「自分」

の 存在を ど うイ メ
ー

ジ させ るか とい う点の

工 夫が とりわけ重要 となると考えた。

4　本研究で の レ リバ ン ス を高め る方略

　上述 の 観点を踏まえ ， 本研 究 で は ， 生徒に

学習内容の 世界をイ メ
ージ させ る 工 夫 と し

て ，「同
一

化 」 や 「個 人化 」 の 視点 を取 り上

げた 。 Moreno，R ．，＆ Mayer，R．（2000）は，中立

な課題 （三 人 称 を用 い る）と個人化 し た課題

（
一

人称 と二 人称を用い る）をそれぞれ行わせ

た場合、個人化 した課題の 方が有効で あ る こ

とを示 して い る。しか し，個人化 （一人称 と二

人称 を用 い る）し た課 題が，現実 と離れ て い る

場合 ， 情動 面にお い て 効果はあ っ て も，それ

は生徒 に とっ て 親 しみ の ない 世界 となり ， 学

ぶ必要性 を実感 しづ らい と考え られ る 。

5　 具体的な事例の 実際と課題

　本発表で は，自分 の 住ん で い る地域や仕事

など の イ メ
ージ しや す い 環境に変化 させ る

とい う立場か らの 「個人化」 の 実際 と課題 に

つ い て 報告す る。
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